
７
月
11
日
開
催
の
組
合
会
で
平
成
29
年
度
決
算
が
承
認
さ
れ
、

今
後
の
健
康
保
険
料
率
等
に
関
し
て
議
論
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

決
算
の
お
知
ら
せ
と

今
後
の
対
応
に
つ
い
て

事務費
70百万円

保健事業費
923百万円

財政調整事業拠出金・
その他経常外支出
238百万円

その他の経常支出
6百万円

その他の経常収入
28百万円

財政調整事業交付金・
その他経常外収入
236百万円

繰入金
1,200百万円

調整保険料収入
239百万円

納付金
6,582百万円

保険給付費
6,176百万円

法定給付費
6,024百万円（43.0％）
付加給付費
153百万円（1.1％）

前期高齢者納付金
2,699百万円（19.3％）
後期高齢者支援金
3,671百万円（26.2％）
退職者給付拠出金
212百万円（1.5％）

保険料
13,625百万円

収入 13,652百万円経常収入合計
15,327百万円合計支出 13,757百万円経常支出合計

13,996百万円合計

0.2％

0.5％

44.1％

47.0％

6.6％

0.0％

88.9％

1.6％

1.7％

7.8％

1.5％

※端数処理のため合計が合わない場合があります。

主要項目
平成
28

年度

平成
29

年度
対前年度
増減額

対前年度
増減率

（＋）保　険　料 135.3  136.2 1.0 0.7 
（保険料率）（78.0‰）（78.0‰）（0.0‰） (0.0) 

（－）事　務　費 0.7 0.7 0.0 4.8 
（－）保険給付費 59.8 61.8 2.0 3.3 

（法定給付費）（58.2） （60.2） （2.0） （3.5） 
（付加給付費） （1.6） （1.5） （▲ 0.0） （▲ 2.8） 

（－）納　付　金
　　（拠出金）

58.6 65.8  7.2 12.4  

（－）保健事業費 8.8 9.2 0.4 5.0 
経常収支差引額　 7.6    ▲ 1.0  ▲ 8.6  ー

平成
30

年度
予算

136.6 
（78.0‰）＊

0.9 
63.6 ＊

(62.0) ＊
(1.6) ＊

63.6  ＊

9.6 
▲ 0.9 ＊

＊平成30年度予算値は平成29年度決算数値等を基に一部、修正し
ています。

＜参考＞
（単位：億円、％）健康保険  経常収支　前年度比較

＜参考＞
（単位：億円）

健康保険  経常収支差引額と内部留保残高の推移

平成
25年度

平成
26年度

平成
27年度

平成
28年度

平成
29年度

経常収支差引額 9.0 4.7 0.8 7.6 ▲1.0 

＜内部留保＞

法定準備金残高 27.8 27.8 27.8 27.8 27.8 
別途積立金残高 18.1 24.2 26.8 35.8 37.2 

平成
30年度見込

▲ 0.9  

27.8 
37.5 

（単位：億円、％）
介護保険  収支　前年度比較

平成28年度
実  績①

平成29年度
実  績 ②

増加額
②－①

増加率
②／①

保　険　料　率 12.0‰  13.2‰  1.2‰  10.0  
（＋）保険料収入 14.2  15.6  1.4  10.2  
（－）納　付　金 13.5  15.3  1.9  13.9  

収支差額 0.7  0.3  ▲ 0.4  -

介護準備金 1.9 2.1 0.3 14.2

健
康
保
険
の
決
算

　

健
康
保
険
の
料
率
は
、
高
齢
者
医
療
制

度
へ
の
負
担
金
（
以
下
、
納
付
金
）
の
増
大

に
対
応
す
る
た
め
、
平
成
23
年
度
～
25
年

度
に
通
算
20
‰
の
引
き
上
げ
を
実
施
し
て

78
‰
と
し
た
以
降
、
平
成
29
年
度
に
つ
い

て
も
据
え
置
き
と
し
ま
し
た
。

　

経
常
収
入
は
、
保
険
料
収
入
が
保
険
料

を
負
担
す
る
被
保
険
者
数
の
増
加
に
よ
り

１
３
６
・
2
億
円
と
前
年
度
比
1
・
0
億
円

増
加
し
た
た
め
、
そ
の
他
の
収
入
と
合
わ
せ

て
１
３
６
・
5
億
円
と
前
年
度
比
1
・
1
億

円
増
加
し
ま
し
た
。

　

経
常
支
出
は
、
保
険
給
付
費
と
納
付
金

の
増
加
に
よ
り
１
３
７
・
6
億
円
と
前
年

度
比
9
・
7
億
円
増
加
し
ま
し
た
。
な
お
、

内
訳
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①�

健
保
組
合
を
運
営
す
る
た
め
の
事
務
費

は
、
0
・
7
億
円
と
前
年
度
と
同
じ
水
準

に
な
り
ま
し
た
。

②�

保
険
給
付
費
は
、
総
額
61
・
8
億
円
と

前
年
度
比
2
・
0
億
円
（
3
・
3
％
）
増

加
し
ま
し
た
が
、
被
保
険
者
１
人
当
た

り
の
給
付
費
は
前
年
度
比
0
・
7
％
の

増
加
に
留
ま
り
ま
し
た
。

③�
納
付
金
は
、
総
額
65
・
8
億
円
と
前
年
度

比
7
・
2
億
円
（
12
・
4
％
）
増
加
し
ま

し
た
。
前
期
高
齢
者
（
65
～
74
歳
）
納
付

金
は
27
・
0
億
円
と
前
年
度
比
2
・
3
億

円
増
加
、
後
期
高
齢
者
（
75
歳
以
上
）
支

援
金
は
36
・
7
億
円
と
前
年
度
比
5
・

0
億
円
増
加
、
退
職
者
給
付
拠
出
金
は

2
・
1
億
円
と
前
年
度
比
0
・
1
億
円
減

少
し
ま
し
た
。

納
付
金
の
負
担
は
、
高
齢
者
医
療
制
度

が
開
始
さ
れ
た
平
成
20
年
度
比
で
は

29
・
7
億
円
の
大
幅
な
増
加
と
な
っ
て

お
り
、
平
成
29
年
度
の
保
険
料
収
入
に

対
す
る
割
合
は
48
・
3
％
と
健
保
組
合

の
財
政
に
と
っ
て
大
き
な
負
担
に
な
っ

て
い
ま
す
。

④�

各
健
保
組
合
の
独
自
事
業
で
あ
る
保
健

事
業
費
は
、
総
額
9
・
2
億
円
と
前
年
度

比
0
・
4
億
円
増
加
し
ま
し
た
。
当
健
保

組
合
は
従
来
か
ら
健
診
等
の
疾
病
予
防

事
業
に
資
源
を
集
中
し
て
お
り
、
特
定

健
診
・
特
定
保
健
指
導
、
デ
ー
タ
ヘ
ル

ス
計
画
に
つ
い
て
着
実
に
取
組
み
を
推

進
し
ま
し
た
。

　

経
常
収
入
か
ら
経
常
支
出
を
差
し
引
い
た

経
常
収
支
は
、
前
年
度
比
8
・
6
億
円
減
少

し
て
▲
1
・
0
億
円
の
赤
字
と
な
り
ま
し
た
。

経
常
収
支
に
経
常
外
収
支
（
期
中
資
金

繰
り
の
た
め
の
別
途
積
立
金
の
繰
入
12
・

0
億
円
を
含
む
）
を
加
算
し
た
総
合
収
支

は
、
13
・
3
億
円
の
黒
字
（
別
途
積
立
金
の

繰
入
を
除
い
た
収
支
は
1
・
3
億
円
の
黒

字
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

総
合
収
支
の
決
算
残
金
13
・
3
億
円
は
、

所
要
の
繰
越
処
理
を
行
い
、
残
額
を
繰
越

剰
余
金
と
な
る
「
別
途
積
立
金
」
と
し
て
積

み
立
て
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
、「
法
定
準
備
金
」
が
27
・
8
億

円
（
前
年
度
と
同
額
）、「
別
途
積
立
金
」
が

37
・
2
億
円
（
資
金
繰
り
の
た
め
の
期
中
取

崩
し
12
・
0
億
円
が
あ
っ
た
た
め
、
前
年

度
比
1
・
3
億
円
増
加
）
と
な
り
ま
し
た
。

介
護
保
険
の
決
算

　

介
護
保
険
は
、
平
成
29
年
度
か
ら
納
付

金
の
算
出
方
法
に
一
部
総
報
酬
割
の
要
素

が
導
入
さ
れ
た
た
め
、
保
険
料
率
を
前
年

度
の
12
・
0
‰
か
ら
1
・
2
‰
引
き
上
げ
て

13
・
2
‰
と
し
ま
し
た
。

　

保
険
料
収
入
は
15
・
6
億
円
と
前
年
度
比

1
・
4
億
円
増
加
し
ま
し
た
が
、
納
付
金
も

15
・
3
億
円
と
前
年
度
比
1
・
9
億
円
増
加

し
た
た
め
、
収
支
差
額
は
0
・
3
億
円
と
な

り
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
度
の
収
支
が
0
・
3
億
円
の
余

剰
と
な
っ
た
た
め
、「
介
護
準
備
金
」
の
期
末

残
高
は
2
・
1
億
円
と
前
年
度
比
0
・
3
億

円
増
加
し
ま
し
た
。

健
康
保
険
の
対
応

　

健
康
保
険
の
主
要
な
支
出
項
目
で
あ
る

納
付
金
や
保
険
給
付
費
は
、
高
齢
化
や
先

端
医
療
の
高
度
化
も
背
景
に
、
増
加
傾
向

は
避
け
ら
れ
な
い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
健
康
保
険
の
料
率
に
つ
い

て
は
、
今
後
引
き
上
げ
を
行
わ
ざ
る
を
得

な
い
状
況
に
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
が
、
引

き
上
げ
の
時
期
お
よ
び
引
き
上
げ
幅
に
つ

い
て
は
、
諸
情
勢
を
的
確
に
把
握
し
、
内

部
留
保
の
活
用
も
勘
案
す
る
な
ど
の
検
討

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

介
護
保
険
の
対
応

　

介
護
保
険
は
次
年
度
に
納
付
金
の
算
出

方
法
が
「
１
／
２
総
報
酬
割
」
か
ら
「
３
／

４
総
報
酬
割
」
に
変
更
さ
れ
る
た
め
、
さ
ら

に
負
担
が
増
加
す
る
見
込
み
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
現
時
点
で
は
次
年
度
に
料

率
を
引
き
上
げ
る
こ
と
が
避
け
ら
れ
な
い

見
通
し
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
今
後
の
対

応
に
つ
い
て
引
き
続
き
慎
重
に
検
討
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
も
納
付
金
の
負
担
増
や
医
療
費
の

増
加
な
ど
、
健
保
組
合
に
と
っ
て
厳
し
い

環
境
が
続
く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
健
康

保
険
、
介
護
保
険
と
も
適
切
で
納
得
感
の

あ
る
料
率
水
準
と
な
る
よ
う
検
討
し
て
い

き
ま
す
の
で
、
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

平成
29
年度

今
後
の

対
応
に
つ
い
て

決
算
の
概
要

健
康
保
険
の
料
率

経

常

収

入

経

常

支

出

内

部

留

保

経
常
収
支
お
よ
び
総
合
収
支

健康保険  組合状況
年　　度 平成28年度 平成29年度 増　減

健 康 保 険 料 率 78.0/1000 78.0/1000 ―
被保険者数（3 月末） 26,492 人 26,691 人 199 人
被扶養者数（3 月末） 20,155 人 19,808 人 ▲ 347 人
扶 　 養 　 率 0.76 人 0.74 人 ▲ 0.02 人
被保険者平均年齢 42.59 歳 42.68 歳 +0.09 歳
平 均 報 酬 月 額 402,193 円 395,425 円 ▲ 6,768 円

平成29年度　健康保険 収支概要

（％は総額に占める割合）

色文字の項目
…経常収入
　経常支出

黒文字の項目
…経常外収入
　経常外支出
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